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複雑性腎盂腎炎におけるT-1220の 臨床的検討

藤村宣夫 ・黒川一男

徳島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:黒川一男教授)

T-1220は 富 山化学工業株式 会社綜 合研究所 にお い て

開発 され たア ミノベ ンジルペ ニシ リン誘導体 の新規半合

成ペ ニシ リン系抗生物質で ある。

本剤の特徴 はグラム陽性菌な らびにグ ラム陰性菌 に対

して抗菌力 を有 し,な か で もPseudomonas, Proteus, Kleb-

siellaにはCBPCやSBPCよ りも強 く,毒 性 について

はABPCと 同等 の安全性を有 し,吸 収,排 泄 では注射

投与 にて速やか に高血中濃度が得 られ,腎 および胆汁 中

にほ とん ど不活性化 され ることな く排泄 され る1)た め尿

路感染症 に対 して も有用性が大 きいと思 われ る。

このたび,本 剤を泌尿器科領域 における発熱 を伴 った

複雑性腎盂腎炎に使用 し,臨 床効果 を検討す る機 会を得

たので その成 績を報告す る。

I. 対 象お よび投与方法

対 象は徳島大学泌尿 器科および当科関連病院 に入院 中

の尿路に基礎疾 患を有 す る急性複雑性腎盂腎炎8例,慢

性複 雑性腎盂腎炎の急性増悪15例 の計23例 で ある。

年齢は18歳 か ら最 高80歳 で,平 均は55歳 で あった。

投 与法は1回2～49を 朝 夕2回 点滴静注 し,投 与 日

数は全例5日 間 とした。

II. 臨床効果判定基準

判 定基準は下記の方法に従 った。

著効:起 炎菌陰転 化,尿 中白血球正常化,(5/HF以 下,

ただ しカテー テル留置例は10/HF以 下),発 熱

正 常化

有効:起 炎菌 陰転 化または104/ml以 下 に減 少 した も

の,尿 中白血球 または解熱効果 の うちいずれか

一方以上が正常化 した もの
。

無効:上 記以外 の もの。

III. 臨 床 成 績

1) 急性複 雑性腎盂腎炎(Table 1)

8例 の うち,著 効2例,有 効4例,無 効2例 で有効率

は75.0%で あった。

著効,有 効の6例 ではいずれ も解熱効果 も認め られた

が,症 例4,5の 無効例は と もに前立腺摘除術後の留置

カテー テル例で起 炎菌はKlebsiellaで あ る。

2) 慢性複雑性腎盂腎炎(Table 2)

15例 の うち,著 効8例,有 効3例,無 効4例 で有効率

は73.3%で あった。

無 効の4例 は2例 に解熱効果 がみ られなか った。

以上,臨 床成績を ま とめて みる と,23例 の うち,著 効

10例,有 効7例,無 効6例 で有効率 は73.9%で あ っだ

(Table 3)。

次 に,Doseresponseに ついてみ る と, 2g×2/day投

与 例は11例 で有効率 は54.5%, 3g×2/day投 与 例は&

例 で有 効率 は100%, 4g×2/day投 与 例は4例 で有 効率

は75.0%で あ った。

IV. 細 菌 学 的 効 果

対 象疾 患を複雑性腎盂腎炎 としたため投与 前の分離菌

はほ とん どの症 例で2種 以上認 め られ たが,同 定定量法

にて105/ml以 上 の菌種の うち最 多定量菌 を もって起炎

菌 とした。

したがって,23例23株 中,消 失11(47.8%),減 少6

(26.1%),不 変5(21.7%),菌 交代1(4.4%)で あ っ

た。

菌種別 にみ ると,Pseudomonasは6株 中,消 失3,減

少2,不 変1, Klebsiellaは6株 中,消 失2,減 少2,不

変2, Proteus vulgarisは3株 中,消 失1,減 少1,不 変

1, E. coliは2株 中,消 失1,菌 交代1 (Citrobacter)で,

Proteus mirabilisは2株 とも消 失 し,Serratiaの2株 は消

失1,不 変1,GNB1株 は消失 し,Enterobacter 1株 は

減 少であ った(Table 4)。

V. 副 作 用

23例 に本剤の投与前後 のGOT, GPT, BUNを 測定 し

得 たが,正 常値か ら異常値 に変 動 した もの,あ るい は投

与 後に投与前 と比べ て異常高値 を示 した症 例は1例 も認

め られなか った(Table 5)。

また,そ の他 に本剤の影響 と思われ るよ うな副作用 は

経験 しなか った。

VI. 考 按

Pseudomonasに 有 効な合成ペニシリン剤 としては CBPC,

SBPCな どがすでに臨床 に供 され てい るが,T-1220は

Pseudomonas, Proteus, Klebsiellaに はCBPC, SBPCよ り1

強い抗菌力を もつ こ とか ら本剤 の有用 性が大いに期 待 き

れていた。

このたび,泌 尿器科領域の発熱 を伴 った複雑性 腎盂腎
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炎 に使用 し有効率73.9%の 良 好な結果 を得 た。

急性複雑 性腎孟腎炎 の8例 の うち2例(腎 結石,膀 胱

腫 瘍)は 術前症例で,残 りの6例(前 立腺摘除術4,膀

胱瘻 造設 術2)は 手術後 の留 置 カテー テル例 であるが,

著効2例,有 効4例,無 効2例 で有効率 は75.0%で あ

った。起 炎菌についてみ る とKlebsiella 4例,Psendbmonas

3例, Proteus vulgoris 1例 で,こ の うち消失 をみた もの

はKlebsiellaの1例 とPseudonmasの2例 であった。

しか し,症 例2のProteus ntgaris (49/day)と 症例7

のPsembmonas (69/day)は 投与量 を増量 していたな ら

ば,と もにさ らに良好 な結果 が得 られた もの と考 えられ

る。

慢性複雑性腎孟 腎炎 の急性増 悪15例 は術前,術 後症

例 と もに病態が 多岐 にわたっていたが,留 置 カテーテル

中の症 例 は6例 でこの うち5例 は腎瘻 カテーテルであっ

た。

i無効 の4例 はPsendomOitas, E. coli, Protezs vUtgaris, Ser-

ratiaに よる ものであ ったが この うち3例 は49/day投

与,1例 は8g/day投 与で,症 例18, 19, 20の 有効例

はいず れ も69/day投 与で あるが,投 与量の増 量 に よ

っては著効例に も成 り得 る症例 であった と思 われ る。

複雑性 腎孟腎炎では基礎疾患の種類,術 前か術後か,

留 置 カテー テルの有無,起 炎菌種 な ど多 くのfactorが

絡 んでい るため に一律 に薬効 を判定す る こ と は不 可 能

で,各 症 例 ごとに解析 しなけれ ば正 しい評価 を下す こと

は困難 であ るが,因 に投与量 による効果 につ いてみ ると

4g/day投 与例 は11例 で有 効率54。5%(著 効率36.3

%),6g/day投 与 例は8例 で有 効率100%(著 効率37.5

%),89/day投 与例 は4例 で有 効率75%(著 効率75%)

と69/day,89/day投 与例 にわずか なが ら良好 な成 績

を得た。さ らに これ らを著効例(著 効 率)に ついてみ ると

4g/day例 では36.3%,6g/day投 与 例では37.5%,

89/day投 与例 では75%で あ り,症 例数 は少ないけれ

ど も89/day投 与 例に著効率が高い傾向がみ られ る と

と もに,4g/dayま たは6g/day投 与例 の有効例 のなか

には投与量 を増量 していた ら,当 然 著効 例にな り得 たで

あ ろう と推察 され る症 例が数例あ った こ と か ら考 え て

も,こ の たびの われ われの投与量 は必ず し も適切であっ

Table 4 Bacteriological results (23 strains)

Table 5 Laboratory findings
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た とはいいが たいよ うである。

したが って,本 剤の安全性 か ら考 えて症例 によっては

投与量を増やす こ とによ り更 に有用 性が増す もの と思わ

れ る。

そ こで,CBPC, SBPCと の大 量投与 例 で も比 較 検 討

す る必要があ ろう。

副作用 については本治験 では憂慮 すべ き もの は1例 も

み られなか ったが,全 例5日 間投与 で 日数が比較的短 か

ったので今後 と も投与量の増量,投 与 日数の延長 に際 し

ては充分 な観察 を要す るこ とは もちろんの ことで ある。

最後 に,複 雑性腎盂 腎炎 にT-1220を 使用 し,有 効率

で73.9%の 結 果を得た ことは本剤 の泌尿器科領域 にお

ける有用性 を実証 す るに充分な ものであった と考 える。

結 語

泌尿器科領 域の複雑性腎盂 腎炎23例 にT-1220を 使

用 した。

1) 投与法 は1日 量49, 69, 89の いずれかを朝夕

2回 に分 けて点滴 静注(500ml)し,投 与 日数は全例5

日間 とした。

2) 臨床効果 は著効10例,有 効7例,無 効6例 で有

効 率は73.9%で あ った。

3) 細 菌学的効果 は23株 中,消 失11(47.8%),減 少

6(26.1%),不 変5(21.7%),菌 交代1(4.4%)で こ

の うちPseudpmonasは6株 中,消 失3,減 少2,不 変1,

Klebsiellaは6株 中,消 失2,減 少2,不 変2, Proteusは

5株 中(Proteus vulgaris 3, Proteus mirabilis 2)消 失3,

減 少1,不 変1で あった。

4) 副作用 は何 ら認 め られなか っだ。
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CLINICAL STUDIES ON T-1220 IN 

COMPLICATED PYELONEPHRITIS 

NOBUO FU JIMURA and KAZUO KUROKAWA 
Department of Urology, School of Medicine, Tokushima University 

(Director : Prof. KAZUO KUROKAWA)

T-1220 was administrated by intravenous drip infusion at the daily dosage of 4•`8 g 

at twice for 5 days to 23 patients with complicated pyelonephritis. 

Clinical results were excellent in 10 (43.5%), good in 7 (30.4%), poor in 6 (26.1%). 

The effective rate was 73.9%. 

In bacteriological results, there were eradication of the organisms in 11 (47.8%), 

decrease in 6 (26.1%), unchange in 5 (21.7%), colonization in one (4.4%) out of 

23 strains. 

No side effects were observed in this series.


